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We prepared different anion derivatives of solubility-switchable ionic liquids (SSIL) and 

studied their hydrophilicity/lipophilicity with acetal-type and diol-type derivatives.  
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イオン液体（IL）は他の溶媒にはないユニークな特性を有しており、化学反応や材

料開発から電気化学まで幅広い分野での応用が進められている。しかし IL は不揮発

性が高く、IL を溶媒として用いた場合にその分離除去に大きな問題をもたらす。我々

は IL の効果的な液−液抽出分離のために保護基の化学を応用して、水溶性と脂溶性を

穏和な条件下で変換できるス

イッチング IL を開発してきた
1)。本研究ではこれまでに開発

したスイッチング IL のアニオ

ン部をTfO-やBF4
-に交換したも

のを合成し、それらの脂溶性と

水溶性の変化について調べた。 
目的の IL は今までと同様の

手順でアニオン交換を行い、酢

酸エチルで抽出することで良

好な収率で合成することができ

た。アセタールからジオールへ

の変換もこれまでと同様の条件

で収率よく進行した。得られた

スイッチング IL の有機相と水

相の間での分配特性を調査した

ところ、TfO-や BF4
-を持つ IL は

NTF2
-アニオンを有するものよ

り水に分配されやすくなること

がわかった。 
 

1) A. Kamimura, Y. Shiramatsu, K. 
Murata, T. Kawamoto, Chem. Lett. 
2018, 47, 1079; K. Ohkubo, K. 
Yanagisawa, A. Kamimura, K. 
Fujii, J. Phys. Chem. B 2020, 124, 
3784. 

  

Figure 1. Dissolution properties of ILs 
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Scheme 1. Synthesis of ILs with various anions
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